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年年祭歳

新連載
NY見聞録

巻頭特集

國府祭徹底解説
編
集

後
記

祝祭日には国旗を掲げましょう

突
然
で
す
が
、
1
〜
10
ま
で
数
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

次
は
、逆
か
ら
数
え
て
く
だ
さ
い
。

…
普
通
に
数
え
た
時
と
、
逆
か
ら
数
え

た
時
。「
4
」と「
7
」の
言
い
方
が
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
　
日
本
人
は
無
意
識
に
そ

う
な
る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。誰
に
教
わ
っ

た
で
も
な
い
の
に
。

英
語
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
、
数
字
の
言

い
方
は
逆
か
ら
数
え
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

日
本
語
は
不
思
議
で
面
白
く
、
そ
し
て

奥
深
く
難
し
い
。編
集
作
業
に
携
わ
り

日
々
痛
感
し
ま
す
。

（
亙
）

終
戦
記
念
日
の
8
月
15
日
、

先
の
大
戦
に
て
尊
い
命
を
捧
げ

ら
れ
た
英
霊
へ
の
慰
霊
と
世
界

の
恒
久
平
和
と
を
祈
り
相
模

薪
能
を
開
催
致
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
に
惜
し
ま
れ

つ
つ
も
解
散
し
た
職
工
奉
仕
会

の
皆
様
よ
り
、ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
奉

納
を
頂
き
、
昨
年
11
月
に
神
池

橋
脇
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、満
開
の

桜
が
ご
参
拝
の
皆
様
を
華
や
か

に
お
迎
え
致
し
ま
す
。

第
47
回

相
模
薪
能
の
ご
案
内

職
工
奉
仕
会
解
散
記
念

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
奉
納

午後5時30分開演予定平成28年8月15日㈪〔開催日〕

未定〔演目・演者〕 寒川神社境内特設能舞台〔場所〕

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な
ど
に

お
頒
け
す
る
木
札
で
す

『
木 

札
』
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第504号 平成28年4月1日

次号『相模505号』は
　　7月1日㈮に発行します

申
込
方
法

　鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

　年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
、左
記

　要
項
に
よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

※
7
月
1
日
以
降
の
消
印
よ
り
有
効
。 

　そ
れ
よ
り
前
の
消
印
や
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は

　無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　先
着
千
名（
一
人
一
枚
限
り
と
し
、 

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
）

申 

込 

先 

〒
二
五
三-

〇
一
九
五

 

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

 

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

お
問
合
せ 

電
話

　〇
四
六
七 

（
七
五
） 

〇
〇
〇
四

﹇
往
信
面
﹈

﹇
返
信
面
﹈

※

鑑
賞
券
の
転
売
は
固
く
禁
止
致
し
ま
す
。

253-0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

　
　
　
　 

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

　
相
模
薪
能 

係

無
地
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

郵便番号
〇
〇
県
〇
〇
市

　
　
〇
〇
町
〇
ー
〇
ー
〇

〇
〇
〇
〇 

様

（
ご
自
身
の
住
所
・
氏
名
）

住
所 

氏
名 

年
齢

☎

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

【表紙写真説明】
さまざまのこと思い出す桜かな（松尾芭蕉）

【題字】 神社本庁 総長　田中恆清



平
成
二
十
八
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祈
年
祭
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08

平
成
28
年
度
　
宮
山
総
代
ご
紹
介

寒
川
俳
壇
・
相
模
詠
草

11

寒
川
病
院
だ
よ
り
・
新
企
画 

神
社
の
素
朴
な
ぎ
も
ん

12

難
波
の
小
池
を
中
心
と
し
た
森
厳
な
杜
に
形
成
さ
れ
た

池
泉
回
遊
式
日
本
庭
園

季
節
の
お
菓
子
と
お
抹
茶
で
お
も
て
な
し
す
る

茶
屋
「
和
楽
亭
」

八
方
除
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
た

「
方
徳
資
料
館
」

ど
う
ぞ
神
苑
に
て
和
や
か
な
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き

大
明
神
様
と
の
御
神
縁
を
お
深
め
く
だ
さ
い

※5月以降の予定については決定次第ホームページでお知らせ致します。

宮
山
総
代
並
び
に
氏
子
の
皆
様
に
よ
る
、
奉
納
演
芸
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
様
多
数
の
ご
来
社
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

祭
典
と
行
事
の
ご
案
内

年
参
講
奉
納
演
芸
大
会

4
月
3
日
㈰
　正
午
〜
夕
刻

第
46
回
学
齢
児
図
画
展

少
年
館
入
館
奉
告
祭

少
年
館
入
館
式

宮
山
年
参
講
大
祭

年
参
講
奉
納
演
芸
大
会

昭
和
祭

午
前
9
時
30
分

午
前
10
時

正
午
〜

午
前
8
時
30
分

４
月
1
日
〜
10
日

２
日

２
日
・
3
日

3
日

29
日

Ｂ
Ｓ
寒
川
第
2
団

　
　
も
ち
つ
き
・
バ
ザ
ー
大
会

國
府
祭

５
月
3
日

5
日

水
無
月
大
祓
式
　
茅
の
輪
神
事

午
後
2
時

６
月
30
日

月
次
祭

毎
月
1
日
・
20
日

午
前
8
時
30
分

第一部　歌謡ショー
第二部　舞踊ショー
　於　寒川神社境内特設会場
　　　（雨天時は寒川神社少年館）

今
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
供
た
ち
の
作
品
を
回
廊
に
展

示
し
、
健
や
か
な
成
長
を
祈
り
開
催
致
し
ま
す
。

第
46
回
学
齢
児
図
画
展

4
月
1
日
㈮
〜
10
日
㈰

《協力》　寒川さくら幼稚園
　　　　倉見幼稚園
　　　　一之宮相和幼稚園

　
来
る
６
月
３０
日
㈭
午
後
２
時
よ
り
水
無
月
大
祓

式
並
び
に
茅
の
輪
神
事
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
か
ら
「
茅
の
輪
」
を

授
け
ら
れ
た一
家
が
疫
病
・
災
難
か
ら
免
れ
た
と
い

う
故
事
に
な
ら
い
行
わ
れ
る
神
事
で
す
。

　
大
祓
と
は
、
日
々
の
生
活
を
送
る
上
で
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
て
し
ま
っ
た
罪
や
触
れ
て

し
ま
っ
た
穢
れ
を
、
半
年
ご
と
に
神
様
の
霊
力
に

よ
っ
て
祓
い
清
め
、
清
浄
で
正
直
な
心
に
立
ち
返

る
日
本
古
来
の
行
事
で
す
。
自
分
自
身
を
見
つ
め

直
す
こ
と
に
も
繋
が
る
こ
の
行
事
に
は
、
ど
な
た
で

も
参
加
頂
け
ま
す
の
で
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　
尚
、
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
、
郵
送
で
の
お

申
し
込
み
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
心
身
と
も
に

清
ま
り
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
の
ご
案
内
は
５
月
２０
日

よ
り
順
次
発
送
致
し
ま
す
。

水
無
月
大
祓
式・茅
の
輪
神
事

6
月
30
日
㈭ 

午
後
2
時

平
成
28
年

神嶽山神苑開苑
～ 春の訪れから新緑への誘い ～

茶
屋「
和
楽
亭
」

拝
服
料
五
〇
〇
円
よ
り
思
召
し

　開
苑
期
間

　3
月
上
旬
〜
12
月
上
旬

　開
苑
時
間

　午
前
9
時
〜
午
後
4
時

毎
週
月
曜
日
休
苑
（
祝
祭
日
は
開
苑
）

入
苑
は
御
祈
祷
を
受
け
ら
れ
た
方
に
限
り
ま
す

4
月 

行
事
案
内

苑
内
石
舞
台
に
て
神
楽
舞
と
雅
楽
の
演
奏

2
日
㈯

 午前
11
時
・
午
後
2
時

10
日
㈰

 午前
11
時
・
午
後
2
時

29
日
㈷

 午後
2
時

雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す

1



府
祭
と
は
毎
年
5
月
5
日
、
神
奈

川
県
中
郡
大
磯
町
国
府
本
郷
に
お

い
て
斎
行
さ
れ
る
祭
典
で
す
。

　
相
模
国
の一
之
宮
で
あ
る
寒
川
神
社
を
は
じ

め
、
二
之
宮
川
勾
神
社
、
三
之
宮
比
々
多
神

社
、
四
之
宮
前
鳥
神
社
、
平
塚
八
幡
宮
、

そ
し
て
総
社
で
あ
る
六
所
神
社
を
加
え
た
六

社
が
祭
場
に
参
集
し
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
ま

す
。
神
奈
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

國
府
祭
は
「
こ
う
の
ま
ち
」
と
も
呼
ば
れ
、

古
く
は
「
端
午
祭
」「
天
下
祭
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　
國
府
祭
は
大
き
く
分
け
て
2
つ
の
神
事
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
国
府
本
郷
に

位
置
す
る
神
揃
山
で
行
わ
れ
る
「
古
式
座
問

答
」
も
う
ひ
と
つ
は
神
揃
山
に
程
近
い
大
矢

場
で
行
わ
れ
る
「
神
対
面
・
国
司
奉
幣
」
の

各
儀
で
す
。
一
般
的
に
「
國
府
祭
＝
古
式
座

問
答
」
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
神
揃
山

と
大
矢
場
の
2
つ
の
神
事
を
合
わ
せ
て
、
は
じ

め
て
「
國
府
祭
」
と
い
え
る
の
で
す
。

　「
古
式
座
問
答
」
は
寒
川
神
社
と
川
勾
神

社
の
一
之
宮
争
い
を
儀
式
化
し
た
も
の
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
神
事
は
一
之
宮
・
二
之
宮
・

三
之
宮
が
中
心
と
な
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

神
前
に
向
け
て一
之
宮
と
二
之
宮
が
交
互
に
虎

皮
を
敷
き
進
め
、
こ
れ
を
3
度
繰
り
返
す
と

三
之
宮
の
宮
司
が
「
い
ず
れ
明
年
ま
で
」
と

仲
裁
に
入
り
神
事
が
終
了
し
ま
す
。
古
式
座

問
答
が
終
わ
る
と
、
総
社
で
あ
る
六
所
神
社
へ

神
事
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
こ
と
を
伝
達
し
、

大
矢
場
へ
の
出
立
を
促
し
ま
す
。

　
六
所
神
社
の
大
矢
場
へ
の
出
立
と
時
を
同

じ
く
し
て
、
各
社
の
神
輿
も
大
矢
場
へ
と
向
か

い
ま
す
。
こ
の
時
、
大
矢
場
祭
場
の一
角
で
は
、

「
鷺
の
舞
」が
奉
納
さ
れ
ま
す
。こ
の
舞
は
古
来
、

赴
任
し
て
く
る
国
司
へ
の
歓
迎
の
舞
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
社
す
べ
て
の
神
輿
が
集
ま
る
と
大
矢
場
神

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
各
社
の
宮
司
は
六

所
神
社
の
神
輿
の
前
に
立
ち
並
び
拝
礼
し
、

自
社
の
御
分
霊
を
祀
っ
た
「
守
公
神
」
を
神

前
へ
と
奉
る
「
神
対
面
の
儀
」
を
執
り
行
い
ま

す
。
次
い
で
大
磯
町
長
が
扮
す
る
国
司
に
よ
る

各
社
順
拝
「
国
司
奉
幣
の
儀
」
が
執
り
行
わ

れ
神
事
終
了
と
な
り
ま
す
。

府
祭
は
、
一
〇
〇
〇
年
以
上
の
長

い
歴
史
を
有
す
る
祭
典
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
大
宝
律
令
制
定
以
後
、
日
本
国
内
は
国
・

郡
・
里
の
行
政
制
度
に
編
成
さ
れ
、
国
の
行

政
官
と
し
て
「
国
司
」
が
中
央
か
ら
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。
国
内
の
行
政
・
司
法
・
軍
事
の

統
括
は
勿
論
の
こ
と
、
神
社
の
維
持
・
管
理
・

祭
祀
の
運
営
も
国
司
の
重
要
な
職
務
の一つ
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
安
時
代
、
赴
任
し
た
国
司
に
よ
る
国
内

有
力
諸
社
へ
の「
順
拝
」行
事
を
慣
例
的
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。『
今
昔
物
語
』の一
節
に
国
司〝
平

維
叙
〞
が
国
内
の
諸
社
を
あ
ま
ね
く
順
拝
し

て
い
る
記
載
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
煩
雑
さ
か
ら
次
第
に
制
度
は
簡
略
化
さ

れ
、
国
司
が
赴
任
す
る
国
府
の
近
く
に
国
内

諸
社
の
御
霊
を
合
わ
せ
祀
る「
総
社
」を
設
け
、

順
拝
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
慣
例
は

徐
々
に
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
神
社
祭

祀
の
中
に
そ
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。
國
府
祭

も
ま
た
国
司
順
拝
の
様
相
を
現
代
に
色
濃
く

残
す
祭
典
の一つ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

場
が
あ
る
国
府
本
郷
は
か
つ
て「
余

綾
郡
」（
現
大
磯
）
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
平
安
末
期
に
編
纂
さ

れ
た
『
色
葉
字
類
抄
』
に
、
相
模
国
府
の
所

在
地
は「
大
住
郡
」（
現
平
塚
）と
あ
り
ま
す
が
、

鎌
倉
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
伊
呂
波
字
類
抄
』

に
は
「
余
綾
郡
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
12
世
紀
後
半
に
現
在
の
国
府
本

郷
付
近
へ
国
府
が
移
転
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
つ
ま
り
、
國
府
祭
が
現
在
の
場
所
で
斎
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
国
府
が

移
転
さ
れ
て
き
た
平
安
末
期
〜
鎌
倉
初
期
の

時
代
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

　
ま
た
国
府
と
関
係
の
深
い
「
総
社
」
の
存

在
も
國
府
祭
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
と
な
り
ま

す
。「
総
社
」
の
概
念
は
11
世
紀
か
ら
12
世

紀
に
か
け
て
成
立
し
た
と
い
わ
れ
、
相
模
国
の

総
社
は
六
所
神
社
で
す
。『
六
所
神
社
縁
起
』

に
よ
る
と
創
建
は
崇
神
天
皇
の
御
代
で
、
氏

族
の
祖
神
を
「
柳
田
大
神
」
と
称
し
お
祀
り

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
模
国
の
総
社
が
、

い
つ
成
立
し
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
『
吾
妻

鏡
』
建
久
3
年
（
１
１
９
２
）
8
月
9
日

条
に
「
惣
社
柳
田
」
の
記
載
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
鎌
倉
初
期
に
は
六
所
神
社
が
「
総
社
」

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

矢
場
で
執
り
行
わ
れ
る「
神
対
面
・

国
司
奉
幣
」
の
よ
う
に
、
総
社
に

国
内
諸
社
を
合
わ
せ
祀
る
形
式
を

有
し
た
神
事
は
、
各
地
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

武
蔵
国
の
総
社
で
あ
る
大
國
魂
神
社
の
「
暗

闇
祭
」
や
愛
知
県
稲
沢
市
に
鎮
座
す
る
尾
張

大
國
霊
神
社
（
国
府
宮
）
の
儺
追
神
事
に
お

け
る
「
土
餅
搗
神
事
並
秘
符
認
」
も
そ
の一つ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
「
古
式
座
問
答
」

の
よ
う
な一
之
宮
争
い
を
儀
式
化
し
た
神
事
は
、

他
に
は
な
い
國
府
祭
特
有
の
神
事
と
言
え
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
特
有
の
神
事
が
成
立
し
た
要

因
と
し
て
、
国
府
の
移
転
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

相
模
国
の
国
府
は
た
び
た
び
移
転
し
て
お
り
、

「
大
住
郡
」
か
ら
「
余
綾
郡
」
に
移
転
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
の
神
社
に
序
列
を
定
め
る「
一
之
宮
制
」

は
、
11
世
紀
か
ら
12
世
紀
に
か
け
て
成
立
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
的
な
制
度
で
な
か
っ

た
為
、
明
確
な
基
準
は
な
く
、
そ
の
選
定
方

法
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
り
、
さ
ら
に
決
め
ら
れ
た

序
列
は
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
く
、
様
々
な
理

由
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
一
之
宮
の
選
定
要
素

の一つ
と
し
て
、
国
府
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
国
府
の
移
転
に

よ
り
新
た
に一
之
宮
と
し
て
台
頭
す
る
神
社
が

現
れ
、
互
い
の
序
列
を
巡
っ
て
、
争
い
が
起
こ
っ

た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
國
府
祭
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
随

所
に
残
し
な
が
ら
、
脈
々
と
継
承
す
る
特
殊
神

事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

國

國

國府祭
こ  く ふ さ  い

國
府
祭
と
は

國
府
祭
の
起
源

祭国
府
と
総
社

大國
府
祭
の
特
徴

國府祭御神幸時間のお知らせ
神幸時間表：5月 5日㈭
7:00
7:20
7:50
8:00
9:00

諸員参集
遷霊祭
発輿祭
社頭発輿
平塚通過

10:30
12:00
13:50
14:00
15:00

神揃山祭
古式「座問答」
神揃山発輿祭
神揃山発輿
大矢場着御

15:40
15:50
15:55
16:00
19:00

神対面の儀
国司奉幣の儀
裁許の儀
大矢場発輿
社頭還幸

※社頭還幸時間は道路状況により大幅に前後する事もあります。 鷺の舞

徹 底 解 説

か
わ
わ

さ
き

か
み
そ
り
や
ま

さ
ぎ

し
ゅ
こ
う
じ
ん

お
お

か
み
た
い
め
ん

や

ば

と
り

よ

ろ
き

い
ろお

お
す
み

は

じ

し
ょ
う

る
い

ろ

い

つ
き

も
ち

つ
ち

し
ん

じ
な
ら
び
に
ひ

ふ
し
た
た
め

な

こ
う

の

み
や

お
い

は

じ

し
ょ
う

る
い

こ
れ
の
ぶ

た
い
ら
の
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①

⑤
③
④

② ⑥

武
佐
弓
祭

祈
年
祭 

並 

田
打
舞
神
事

節
分
祭

紀
元
祭 

並 

顕
彰
奉
告
祭

占
卜
結
果

成
28
年
丙
申
歳
を
迎
え
、
本
年
も

寒
川
大
明
神
の
広
大
無
辺
な
八

方
除
の
御
神
徳
を
仰
ぐ
大
勢
の
参

詣
者
で
境
内
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
特
に
本
年
の
正
月
は
、
連
日
春
の
陽
気
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
暖
か
い
日
が
続
い
た
こ
と
も
あ

り
、例
年
に
も
増
し
て
参
拝
者
が
多
く
、三
が
日

の
参
拝
者
数
は
、
昨
年
比
6
万
人
増
の
約
49

万
人（
茅
ヶ
崎
警
察
署
発
表
）に
の
ぼ
り
、
境
内

は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
大
晦
日
の
深
夜
か
ら
は
、
神
門
に
鮮
や
か
に

飾
ら
れ
た
神
話
ね
ぶ
た
「
海
幸
彦
山
幸
彦
」
の

前
に
て
、テ
レ
ビ
神
奈
川
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

生
中
継
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
節（
七
草
）の
翌
日（
1
月
8
日
）

悪
疫
を
退
散
さ
せ一
年
の
吉
凶
を
占

う
武
佐
弓
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　「
甲
・
乙
・
ム
」
の
3
字
が
変
形
し
て
組
み

合
わ
さ
っ
た
「
鬼
」
と
書
か
れ
た
古
式
の
的
に
神

職
2
名
が
向
か
い
、
神
歌
を
唱
え
交
互
に
3
度

矢
を
放
ち
、そ
の
矢
の
行
先
に
よ
り一
年
の
吉
凶

を
占
い
ま
す
。

　
本
年
の
矢
の
当
た
り
及
び
占
卜
結
果
は
下

記
の
通
り
で
す
。

　
神
事
終
了
後
に
は
、
大
的
の
両
脇
に
付
し
た

麻
が
、安
産
や
建
築
の
お
守
り
と
し
て
、ご
参
拝

の
皆
様
に
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

の
上
で
春
を
迎
え
る
立
春
の
前
日

（
2
月
3
日
）そ
の
年
の
邪
気
災
厄

を
祓
う
節
分
祭
が
賑
々
し
く
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
も
午
前
・
午
後
合
わ
せ
て
約
200
名
の

年
男
年
女
の
皆
様
に
よ
り
境
内
特
設
櫓
か
ら

豆
撒
き
が
行
わ
れ
、

福
を
求
め
る
大
勢
の

方
々
を
熱
狂
さ
せ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
本
殿
前
に

は
小
学
生
以
下
の
お

子
様
を
対
象
に
福
豆

の
掴
み
取
り
が
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。子
供
た
ち
は
自
分
の
順
番
が
回
っ

て
く
る
と
、
そ
の
腕
を一
杯
に
伸
ば
し
、
福
豆
掴

み
に
夢
中
。福
物
と
交
換
し
て
も
ら
う
と
、そ
の

顔
は
幸
せ
に
満
ち
て
お
り
、
早
速
福
が
訪
れ
た

よ
う
で
し
た
。本

国
の
建
国
を
奉
祝
す
る
紀
元

祭
が
、
建
国
記
念
の
日
（
2
月
11

日
）に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
国
家
・
国
民
の
安
泰
を
祈
念
す

る
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
た
後
、神
楽「
浦
安
の
舞
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
典
終
了
後
、場
所
を
参
集
殿
に
移
し
、皇

紀
二
六
七
六
年
を
祝
う
式
典
が
開
催
さ
れ
、

「
八
紘
一
宇
」の
理
念
の
下
御
即
位
さ
れ
た
初
代

神
武
天
皇
を
お
祀
り
す
る
橿
原
神
宮
（
奈
良

県
）を
遥
拝
。出
席
者
全
員
で
国
家「
君
が
代
」

と
奉
祝
歌
「
紀
元
節
」を
声
高
ら
か
に
斉
唱
致

し
ま
し
た
。

　
こ
の
佳
き
日
に
併
せ
、
寒
川
神
社
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
顕
彰
式
も
行
わ
れ
宮

司
よ
り
受
彰
者
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
、
会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
受
彰
者
の
皆
様
の
御
芳
名
は
6
ペ
ー
ジ
に
て

別
途
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
受
彰
さ
れ
た
皆
様
に
は
、誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

作
物
の
豊

か
な
稔
り
を

祈
念
す
る

祈
年
祭
が
2
月
17
日
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。豊
作

を
感
謝
す
る
秋
の
新
嘗

祭
に
対
し
、
春
祭
と
も

言
わ
れ
る
こ
の
祭
典
。神

社
で
斎
行
さ
れ
る
祭
典
の
多
く
は
、
農
業
と
り

わ
け
稲
作
を
中
心
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
中
で

も
祈
年
祭
と
新
嘗
祭
は
特
に
重
要
な
祭
典
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
神
社
の
祈
年
祭
で
は
、
翁
の
面
を
つ
け
た

社
人
と
神
職
に
よ
り
、地
謡
と
囃
子
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
、
土
な
ら
し
か
ら
収
穫
ま
で
の一
連
の

農
作
業
を
模
倣
し
た
姿
を
舞
で
表
現
す
る「
田

打
舞
神
事
」が
奉
納
さ
れ
五
穀
豊
穣
が
祈
念
さ

れ
ま
し
た
。

の
交
通
安
全
対
策
及
び
防
犯
対

策
推
進
の
一
環
と
し
て
、
交
通
安

全
指
導
車
（
日
産
エ
ク
ス
ト
レ
イ
ル
）

を
寒
川
町
に
寄
贈
し
、
3
月
1
日
に
木
村
町

長
参
列
の
下
、
奉
告
祭
並
び
に
寄
贈
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。交
通
安
全
指
導
車
の
寄

贈
は
今
回
で
５
回
目
。

　
今
回
寄
贈
し
た
車
両
は
四
輪
駆
動
で
、
災

害
時
や
大
雪
の
際
に
も
使
用
が
で
き
ま
す
。圏

央
道
開
通
に
よ
り
町
内
の
交
通
事
情
も
変
化

す
る
中
、こ
の
車
両
が
町
民
の
安
心
・
安
全
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
致
し
ま
す
。

座
氏
子
総
代
会
主
催
の
参
宮
旅

行
が
実
施
さ
れ
70
名
の
方
々
に
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
40
回
目
を
迎
え
た
本
年
は
神
宮
の
他
、
橿

原
神
宮
・
春
日
大
社
を
正
式
参
拝
し
、
古
都

奈
良
が
持
つ
悠
久
の
歴
史
を
実
感
致
し
ま
し

た
。

　
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
る
こ
の
旅

行
は
、
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

平

農

人

暦

日

大
き
な
変
動
が
顕
著
に
表
れ
る
こ
と
な
く
、昨

年
よ
り
安
定
し
た
一
年
に
な
る
と
思
わ
れ
る

（
武
佐
弓
祭
直
会
に
て
宮
司
発
表
）

交
通
安
全
指
導
車
寄
贈

町

伊
勢
参
宮
旅
行

高

田
打
舞
神
事

平
成
二
十
八
年
　
祈
年
祭

〜
秋
の
豊
か
な
稔
り
を
祈
っ
て
〜

相
模
國
一
之
宮

寒
川
神
社
の
大
前
に

畏
み
畏
み
も
白
さ
く

大
明
神
の
御
守
り
を
蒙
り
て

今
年
も
五
穀
豊
年
に
幸
え
給
へ
と

畏
み
畏
み
も
白
す

相
模
國
一
之
宮

寒
川
神
社
の
大
前
に

畏
み
畏
み
も
白
さ
く

大
明
神
の
御
守
り
を
蒙
り
て

今
年
も
五
穀
豊
年
に
幸
え
給
へ
と

畏
み
畏
み
も
白
す

「田植え」の一場面

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

（
月
次
祭
後
）
朝
食
会

節
分
祭

紀
元
祭 

並 

顕
彰
奉
告
祭

寒
川
神
社
顕
彰
式

祈
年
祭 

並 

田
打
舞
神
事

1
日

３
日

11
日〃 

17
日

２
月

交
通
安
全
指
導
車
寄
贈
奉
告
祭

高
座
氏
子
総
代
会
主
催

　
　
　
　
第
40
回
伊
勢
参
宮
旅
行

安
藤
由
勝
大
人
命

  

伊
集
院
直
彦
大
人
命
他
命
等
の
慰
霊
祭

末
社
御
祖
神
社
春
季
霊
祭

宮
山
役
員
改
選
奉
告
祭

相
模
國
式
内
社
の
会 

巡
拝
会

１
日

６
〜
　
８
日

20
日 〃 〃 

29
日

３
月

八
方
除
祭
・
元
旦
祈
祷
祭

歳
旦
祭
・
末
社
歳
旦
祭

追
儺
祭

元
始
祭

武
佐
弓
祭

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
　
初
集
会

１
月
１
日〃 

２
日

３
日

８
日

28
日

月
次
祭
（
元
日
は
除
く
）

毎
月
１
日・
20
日

歓
天
喜
地

神饌で供えられる
左：和稲（にぎしね）と右：荒稲（あらしね）正月社頭風景

追儺祭 参進

武佐弓祭

節分祭 豆撒き

祈年祭 玉串拝礼

参宮旅行 集合写真

社
頭
動
静
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奉
祝 

皇
紀
二
六
七
六
年
（
平
成
27
年
度
）

寒
川
神
社
顕
彰
受
彰
者
芳
名

節
分
祭 

福
物
協
賛
者
芳
名

奉
灯
協
賛
者
芳
名

■
元
旦
祈
祷
世
話
人
と
し
て

　多
年
に
亘
り
献
身
奉
仕
さ
れ
た

 

　
島

孝

夫

 

山

口

裕

久

■
永
年
に
亘
り
参
拝
を
重
ね

　御
神
徳
の
宣
揚
に
寄
与
さ
れ
た

 

井

上

和

子

 

坂
田 

美
穗
子

■
永
年
に
亘
り
月
参
り
を
重
ね

　御
神
徳
の
宣
揚
に
寄
与
さ
れ
た

 
敷
島
製
パン
㈱
パス
コ
湘
南
工
場

 
三
島
光
産
㈱ 

相
模
事
業
部

■
多
年
に
亘
り
月
次
祭
に
参
列
さ
れ

　
御
神
徳
の
宣
揚
に
寄
与
さ
れ
た

 

吉

田

愛

子

 

田

中

勇

馬

 

木

村

幸

惠

■
多
年
に
亘
り
寒
川
神
社
節
分
祭
に

福
物
を
奉
献
さ
れ
た

 

川
戸 

又
四
郎

 

そ
ば
処
　
佐
賀

 

寒
川
駅
前
ク
リ
ニック

■
多
年
に
亘
り
参
拝
に
際
し

　奉
納
品
を
奉
献
さ
れ
た

 

朝
日
土
地
建
物
㈱

■
迎
春
ね
ぶ
た
に
多
年
に
亘
り

　真
心
を
以
て
協
力
さ
れ
た

 

㈲
ミ
ツ
ワ
企
画

■
多
年
に
亘
り
寒
川
神
社
青
少
年
教
化
育
成
の

　ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
に
献
身
的
に
奉
仕
さ
れ
た

 

井

出

 
勉

■
御
用
業
者
と
し
て
多
年
に
亘
り
協
力
さ
れ
た

 

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

 

九
谷
光
仙
窯

 

㈱
神

路

社

 

㈱
　
　
湊
　
　
　

感
謝
状
受
彰
者
　
19
名 

（
敬
称
略
） 

迎
春
神
話
ね
ぶ
た
『
海
幸
彦
山
幸
彦
』

㈱
青
葉

㈱
秋
江

㈱
阿
部

秋
山
商
事
㈱
厚
木
支
店

青
山
大
寿
司

㈱
市
川

㈲
飯
田
材
木
店

イ
ベ
ン
ト
商
組
合

市
川
　
元
久

入
澤
　
一
三

㈲
Ｆ
Ｌ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱

大
川
　
静
男

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
塚
　
文
彦

川
本
工
業
㈱
県
央
支
店

㈱
金
子
建
材
土
木

㈱
関
東
小
池

㈲
壁
島
工
務
店

壁
島
　
朝
彦

金
子
　
昭

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

関
東
建
物
㈱

神
奈
川
東
和
薬
品
㈱

㈱
北
岡
本
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

北
村
工
務
店

㈲
喜
久
屋
酒
店

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
湘
南
工
場

㈱
ギ
ン
ビ
ス
湘
南
営
業
所

ギ
ン
ビ
ス
商
事
㈱

熊
澤
酒
造
㈱

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

コ
ム
ロ
デ
ン
キ
寒
川

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈲
さ
が
み
や

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

さ
が
み
や
菓
舗

㈲
寒
川
建
材

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

寒
川
町
商
工
会

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

㈱
サ
ン
ユ
ー

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈱
三
昭
運
輸

㈲
三
昭
興
業

㈱
三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト

湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

敷
島
製
パ
ン
㈱
パ
ス
コ
湘
南
工
場

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱
栃
木
支
店

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

鈴
信
運
送
㈱

そ
ば
処
佐
賀

綜
合
警
備
保
障
㈱
湘
南
支
社

㈱
空
晴

㈲
田
中
写
真

髙
橋
竹
材
店

㈱
竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

㈱
竹
中
工
務
店
寒
川
神
社
作
業
所

大
黒
屋

露
木
生
花

㈱
テ
ッ
ク
企
画

東
映
無
線
㈱

東
映
通
信
工
業
㈱

東
京
あ
ず
ま
ネ
ク
タ
イ

戸
塚
米
店

長
嶋
園

中
島
　
啓
介

㈱
中
島
鉄
工
所

㈲
並
木
工
務
店

日
本
プ
レ
ス
工
業
㈱

根
岸
農
園

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

ハ
タ
ノ
木
材
㈱

原
繁
酒
店

原
田
総
合
保
険
事
務
所

㈲
俵
田
屋

㈲
古
山
看
板
塗
装

福
岡
園

㈲
ほ
り
む
ら
薬
品

豊
月
堂

前
田
　
隆
一

松
本
　
学

㈲
丸
井
紙
店

松
井
建
設
㈱

皆
川
　
欽
一

三
菱
電
機
㈱
神
奈
川
支
社

㈱
湊

落
雁
　
諸
江
屋

百
崎
製
菓
㈱

㈱
結
商
会

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

横
浜
銀
行
寒
川
支
店

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

横
溝
　
隆
義

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

横
山
外
科
胃
腸
科
医
院

横
山
き
く
江

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

東
映
通
信
工
業
㈱

㈲
東
映
マ
ン
シ
ョ
ン

一
政
水
産
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

大
塚
美
容
形
成
外
科

柴
﨑
　
徹
・
柴
﨑
　
久
惠

㈲
ミ
ツ
ワ
企
画

日
本
ロ
ー
ド
マ
ー
ク
㈱

橳
嶋
　
孝
司
・
間
野
　
隆
司

森
川
　
栄
介

㈱
竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

柏
川
　
昌
和

（医）
芳
晴
会
愛
児
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニッ
ク

㈱
長
谷
川
製
作
所

㈲
及
川
工
業

㈲
今
井

㈲
丸
井
紙
店

㈱
秋
江

㈱
阿
部

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

八
幡
　
和
子
・
八
幡
　
亜
紀
子

㈱
北
岡
本
店

㈲
喜
久
屋
酒
店

㈱
豊
榮
金
属

阿
部
　
和
彦

田
中
　
雄
二

㈱
Ｔ
Ｈ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
テ
ク
ノ
ス
三
和

㈱
タ
カ
ト
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

石
窯
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス

顕彰・節分祭協賛・ねぶた協賛 各ご芳名

■
永
年
に
亘
り
参
拝
を
重
ね
御
神
徳
の
発
揚
、
神
社
の
隆
盛
に
寄
与
さ
れ
た

 

中

島

捷

介

功
績
表
彰
受
彰
者
　
1
名 

（
敬
称
略
） 

●
寒
川
神
社

　権
禰
宜

 

西 

井 

義 

行
 

勤
続
33
年

●
寒
川
神
社

　権
禰
宜

 

大
関
光
佐
雄
 

勤
続
32
年

●
寒
川
神
社

　権
禰
宜

 

水 

谷 　

 

也
 

勤
続
10
年

●
寒
川
神
社

　主
事

 

齋 

藤 

千 

明
 

勤
続
10
年

●
寒
川
神
社

　嘱
託
職
員

 

田
邊
あ
け
み
 

勤
続
12
年

●
寒
川
神
社

　嘱
託
職
員

 

堀 

口 

邦 

人
 

勤
続
10
年

●
寒
川
神
社

　嘱
託
職
員

 

田 

路 

晴 

子
 

勤
続
10
年

●
寒
川
病
院

　看
護
師

 

森 

川 

春 

華
 

勤
続
11
年

●
寒
川
病
院

　看
護
補
助
者

 

臼 

井 

弘 

子
 

勤
続
23
年

●
寒
川
病
院

　嘱
託
職
員

　准
看
護
師

 

福
田
由
紀
子
 

勤
続
12
年

●
寒
川
病
院

　嘱
託
職
員

　看
護
補
助
者

 

金
井
眞
由
美
 

勤
続
13
年

●
さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　看
護
師

 

松 
本 
由 
美
 

勤
続
22
年

職
員
年
功
表
彰
受
彰
者
　
12
名 

（
敬
称
略
） （

順
不
同
・
敬
称
略
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 
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　この度、伊勢の神宮における第６２回式年遷
宮諸祭儀の完遂を受け、神宮司廳より御装束
神宝が下附され、昨年 12 月 21日に下附式が
執り行われました。
　寒川神社においても、４点の御装束神宝
下附にあずかり、１２月３１日に奉告祭を斎行し
ました。
　今後、準備が整い次第、皆様への公開展
示を予定しております。是非足をお運びください。
　尚、公開展示については詳細決定後、社
報他にてお知らせ致します。

御装束神宝下附される神宮式年遷宮

宮山総代ご紹介平成28年度

❶革御靱（皇大神宮 御神宝）
❷黒銅造御太刀（皇大神宮別宮 月讀荒御魂宮 御神宝）
❸御鏡（皇大神宮別宮 風日祈宮 御装束）
❹御弓（豊受大神宮別宮 土宮 御神宝） ❶

❷

❸

❹

　本年度、宮山総代をご奉仕頂く方々をご紹介致します。
一年間よろしくお願い致します。

副総代長 福岡　　誠
総代　雷 酒井　　充
　　　下 井出　一浩
　　　根岸（上） 戸田　　充
　　　根岸（中） 小林　　晃
　　　根岸（下） 井手　睦明
　　　オリーブの丘 宮澤　　孝
　　　宮山南 杉本　孝幸

総代　旭（東） 古谷　丘志
　　　旭（西） 村上　大佑
　　　上合 西山　成二
　　　中里（上） 原　　京子
　　　中里（下） 加藤　正明
　　　中里（河原） 山田　昌代
　　　中里（サザン） 谷亀　　光
　　　馬場 鈴木　裕太

総代長 谷澤　正勝

禰
宜
退
任
の
ご
挨
拶

人
　
事

白
岩 

修
治

　
此
の
度
、
寒
川
神
社
を
定
年
退
職
と
し

て
退
任
さ
せ
て
頂
く
事
と
相
成
り
ま
し
た
。

　
顧
み
ま
す
れ
ば
、
昭
和
四
十
五
年
四
月

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
は
神
職
二

十
名
で
ご
奉
仕
を
し
て
い
ま
し
た
。「
採
用

条
件
は
学
問
よ
り
体
力
が
第
一
だ
が
、
大

丈
夫
か
」
と
瀧
本
元
宮
司
よ
り
質
さ
れ
ま

し
た
。
私
の
家
は
神
職
の
家
で
私
が
二
十

六
代
目
で
し
た
の
で
後
継
ぎ
と
し
て
学
生
時

代
に
教
員
の
免
許
状
と
神
職
の
資
格
を
取

得
し
、
神
職
経
験
を
積
み
田
舎
に
帰
っ
て
教

員
と
な
る
予
定
で
し
た
の
で「
大
丈
夫
で
す
」

と
お
答
え
し
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
用
さ
れ
た
当
時
は
神
社
が
急
成
長
し

て
い
る
時
期
で
し
た
の
で
、
朝
は
境
内
の
掃

除
、
朝
食
を
す
ま
せ
直
ぐ
に
ご
奉
仕
を
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、元
宮
司
の
言
葉
通
り「
明

日
か
ら
一
週
間
作
業
を
す
る
」
と
言
わ
れ
、

土
運
び
等
は
当
た
り
前
の
毎
日
で
し
た
。

大
前
の
ご
奉
仕
も
大
安
の
日
は
御
祈
祷
と

結
婚
式
が
三
十
分
刻
み
で
ご
奉
仕
す
る
状

態
で
し
た
。
こ
の
様
な
社
頭
状
況
か
ら
現

在
の
状
態
に
な
る
に
は
当
時
の
職
員
の
願
い

で
は
あ
り
ま
し
た
が
想
像
も
つ
か
な
い
程
の

御
社
頭
の
発
展
で
あ
り
御
繁
栄
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
寒
川
神
社
を
一
時
離
れ
、
三
嶋
大
社
や

鈴
鹿
明
神
社
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、

寒
川
神
社
で
身
に
着
け
た
社
頭
で
の
ご
奉

仕
の
仕
方
、
参
拝
者
の
皆
様
に
対
す
る
接

し
方
等
を
再
認
識
さ
せ
て
頂
き
、
再
び
寒

川
神
社
神
恵
苑
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

神
恵
苑
は
神
社
の
経
営
で
あ
り
ま
す
の
で
、

入
所
者
で
満
床
に
し
て
高
齢
の
皆
様
に
御

神
徳
が
及
ぶ
よ
う
勤
め
て
お
り
ま
し
た
。
十

年
間
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
と

こ
ろ
神
社
に
戻
ら
な
い
か
と
の
お
誘
い
を
受
け

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
に
神
職
と
し
て
再
び
御

神
前
で
ご
奉
仕
出
来
ま
し
た
事
、
神
社
で

生
を
享
け
、
神
社
で
人
生
の
出
発
を
さ
せ

て
頂
き
、
最
後
は
神
社
奉
仕
で
終
わ
り
に

し
た
い
と
の
願
い
が
叶
い
ま
し
た
事
は
無
上
の

喜
び
で
あ
り
、
身
を
一
新
し
て
ご
奉
仕
さ
せ

て
頂
く
決
心
で
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
利
根
宮
司
様
を
は
じ
め
職
員
の
皆
様
、

氏
子
総
代
、
各
種
委
員
の
皆
様
の
御
力
添

え
を
頂
き
恙
な
く
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
事
に
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
今
後
と
も
寒
川
神
社
の
御
神
威
の

発
揚
と
社
頭
の
発
展
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
御
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
昇
　進

権
禰
宜 

鈴
木

　康
宏

寒
川
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

　平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

神 

社 

本 

庁

　

主

　
　典 

加
藤

　千
理

寒
川
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

　平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

神 

社 

本 

庁

　

◆
転
　出

権
禰
宜 

浄
見

　
　陸

福
岡
県
へ
転
出
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

神 

社 

本 

庁

　

　こ
の
度
、
福
岡
県
福
津
市
鎮
座
の

宮
地
嶽
神
社
に
奉
職
致
し
ま
し
た
。

権
禰
宜 

渡
邊

　昌
紀

埼
玉
県
へ
転
出
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

神 

社 

本 

庁

　

 

　こ
の
度
、
埼
玉
県
深
谷
市
鎮
座
の

瀧
宮
神
社
に
奉
職
致
し
ま
し
た
。

◆
退
　職

〈
神
社
〉

巫

　
　女 

前
田
里
緒
奈

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一
日

禰

　
　宜 

白
岩

　修
治

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

巫

　
　女 

鈴
木

　美
波

巫

　
　女 

鈴
木
し
づ
か

主

　
　事 

鷹
野

　智
子

録

　
　事 

山
下
真
理
奈

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

看
護
師 

髙
橋

　幸
恵

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一
日

寒
川
病
院
副
病
院
長

 

尾
崎

　政
則

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

診
療
放
射
線
技
師 

菊
地

　麻
弥

診
療
情
報
管
理
士 

稲
垣
あ
ゆ
み

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

〈
神
恵
苑
〉

理
学
療
法
士 

秋
山

　
　恵

介
護
福
祉
士 

赤
池

　真
樹

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一
日

医

　
　師 

内
山

　光
昭

介
護
福
祉
士 

井
上

　
　瞳

介
護
職
員 

筒
井

　美
穂

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

◆
採
　用

〈
神
社
〉

 

湯
田

　敬
介

寒
川
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

　平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

神 

社 

本 

庁

　

 

鯉
登

　敬
紀

 

内
田

　暢
彦

寒
川
神
社
出
仕
を
命
ず
る

 

長
谷
川
風
花

 

塩
田

　萌
佳

 

竹
田

　涼
美

 

石
塚

　千
尋

 

鈴
木

　奈
々

 

関

　
　美
月

寒
川
神
社
巫
女
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

医

　
　師 

相
原

　康
之

看
護
師 

大
中
ひ
と
み

事
務
職
員 
稲
田

　玲
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
二
月
一
日

医

　
　師 

千
代
倉
吉
宏

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

尾
崎

　政
則

寒
川
病
院
嘱
託
職
員
を
命
ず
る

寒
川
病
院
副
病
院
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
寒
川
病
院
事
務
長
を
命
ず
る

看
護
師 

長
谷
川
郷
子

看
護
師 

塚
越

　未
香

診
療
放
射
線
技
師 

内
野

　木
実

視
能
訓
練
士 

松
井

　康
広

診
療
情
報
管
理
士 

山
本
美
恵
子

事
務
職
員 

髙
平

　雅
典

事
務
職
員 

照
沼

　勝
也

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

〈
神
恵
苑
〉

医

　
　師 

神
代

　明
雄

神
恵
苑
苑
長
を
命
ず
る

介
護
福
祉
士 

三
上

　優
衣

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

　

　平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

〈
さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

看
護
師 

土
屋
み
ど
り

さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
八
年
二
月
一
日

かわおんゆぎ

くろどうづくりおん た ち

みかがみ

おんゆみ
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　アメリカのニューヨークに赴任経験がある当神社
の中西権禰宜が、その当時の出来事や所感につ
いて、本号より連載企画としてご紹介してまいります。
どうぞ気軽にお付き合い頂ければ幸いです。

　私は寒川神社に転任す
るまでの平成２０年秋より平
成２５年初頭まで、米国
ニューヨーク市にある国際
連合経済社会理事会・

広報局認可ＮＧＯの団体（現在は活動休止）に
神職として派遣されていました。今回は、赴任して
いたこの街について簡単に紹介したいと思います。
　ニューヨークは人口８４０万人を抱える全米最
大、世界有数の大都市です。

　国連本部が所在する国際政治の中心地、また
ウォール街を有する世界経済の中心として知られて
おりますがそれは表面的なイメージに過ぎず、実際
にはこれらの機関が集中し観光客が集うマンハッタ
ン区の他に、ブルックリン・クイーンズ・ブロングス・
スタテン島の５区で構成されています。そしてマンハッ
タンの中心部を離れると様々な移民が集う多民族
都市としての一面もあります。
　ニューヨークに進出している日系の宗教団体も、
マンハッタンに広報や事務所などの機能を残し、
大規模な宗教施設は現地で暮らす日本人が多く
住む郊外に移転する例
が多くなっています。ちな
みに私がいた団体は国
連に程近いマンハッタン
中心部に事務所を置い
ており、神職としての祭
祀は他宗教や外部機関
の施設、更に国連本部
前にある国連チャーチセ
ンターなどで奉仕していま
した。

見 聞 録

第 1回　赴任地の紹介

団体が所在していた国連チャーチセン
ター。現在はＷＣＲＰ（世界宗教者平和
連合）の本部などが置かれている。

《次回》ニューヨークの多民族都市としての側面を紹介します。

始
業
式
（
少
年
館
）

鏡
開
き
（
C
S
・
B
S
・
V
S
・
R
S
）

「
日
本
吟
心
流
詩
吟
初
吟
会
」
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
少
年
館
）

9
日

17
日

31
日

１
月

春
の
社
会
見
学
（
少
年
館
）

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
（
B
S
）

卒
館
奉
告
祭
（
少
年
館
）

卒
館
式
（
少
年
館
）

終
業
式
（
少
年
館
）

合
同
上
進
式
（
B
S
・
V
S
・
R
S
）

春
キ
ャ
ン
プ
（
C
S
）

春
キ
ャ
ン
プ
（
B
S
）

オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
V
S
・
R
S
）

6
日

 

〃
13
日〃

22
日

27
日

27
〜
28
日

27
〜
29
日

27
〜
28
日

３
月

「
県
民
吟
道
大
会
」
参
加
（
少
年
館
）

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ケ
ー
ト
教
室
（
少
年
館
）

ス
ケ
ー
ト
教
室
（
C
S
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　（
B
S
・
V
S
・
R
S
）

11
日

21
日

28
日

 

〃

２
月

青
少
年

だ
よ
り

動 

静

　
3
月
13
日
に
少
年
館
卒
館
式
が
挙
行
さ

れ
、
本
年
は
14
名
の
館
生
が
羽
ば
た
い
て
い

き
ま
し
た
。

　
少
年
館
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、
更
な

る
成
長
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
5
月
3
日
㈫
9
時
〜
14
時

※
雨
天
時
は
翌
日
へ
延
期

於
　
寒
川
神
社
馬
場

　ス
カ
ウ
ト
体
験
入
隊
コ
ー
ナ
ー
開
設

※
同
日
10
時
〜
12
時

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
2
団

も
ち
つ
き
・
バ
ザ
ー
大
会
開
催

卒館 おめでとう!
あったか！ つきたて！

あんこ・きなこ・いそべ・大福
よもぎ餅販売します！

～つき手飛び入り大歓迎～

久
々
に
予
定
な
き
日
の
大
朝
寝 

菅
沼
う
め
の

啓
蟄
や
芥
の
詰
ま
り
し
用
水
路 

根
岸
　
君
子

啓
蟄
や
よ
う
や
く
解
け
し
蟠
り 

飛
石
　
槿
花

盆
梅
の
角
ま
た
角
の
力
瘤 

芹
澤
　
徳
光

本
心
は
伝
え
ぬ
ま
ま
や
鳥
帰
る 

倉
谷
　
節
子

引
鳥
や
吾
齢
一
つ
か
さ
ね
け
り 

吉
岡
　
　　

海
原
を
染
め
る
夕
陽
や
鳥
帰
る 

竹
村
真
砂
美

鳥
帰
る
庭
師
無
心
に
枝
落
と
す 

金
子
　
づ
ち

鳶
職
の
ぶ
か
ぶ
か
ズ
ボ
ン
春
の
風 

菅
沼
　
保
幸

犬
ふ
ぐ
り
畦
壊
し
行
く
耕
運
機 

松
村
　
信
篤

顔
全
部
使
い
欠
伸
や
日
の
永
き 

松
本
美
智
子

口
あ
け
て
点
眼
す
る
や
山
笑
ふ 

露
木
て
る
子

い
つ
の
間
に
帰
り
て
昼
寝
う
か
れ
猫 

伊
藤
　
公
一

秘
め
し
事
一
つ
や
二
つ
山
笑
ふ 

宮
入
　
つ
る

紙
風
船
つ
い
て
つ
ぶ
し
て
ま
た
吹
い
て 

猿
渡
　
弥
生

老
梅
の
咲
き
始
め
た
り
赤
鳥
居 

四
ッ
車
梢
月

春
泥
に
ま
み
れ
た
る
靴
並
び
を
り 

岩
田
美
代
子

身
支
度
は
三
寒
四
温
花
粉
舞
う 

原
野
　
楽
天

高
速
の
西
の
夕
映
え
あ
か
ね
色
入
り
つ
日
大
き
く
明
日
も
晴
天 

𠮷

　
田
　
幸
子

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
間
に
皓
と
黄
金
の
満
月
顔
出
す
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜 

宮
治
友
美
枝

初
春
の
空
晴
れ
わ
た
り
気
持
よ
し
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
白
梅
も
咲
く 

徳
江
　
道
子

男
の
子
三
人
孫
九
人
に
曽
孫
九
人
吾
の
辿
り
し
九
十
五
年 

宇
田
川
時
子

新
年
の
日
の
出
の
し
ゅ
ん
か
ん
今
年
も
と
感
謝
を
こ
め
て
幸
せ
祈
る 

土
屋
ト
ミ
子

髪
洗
う
抜
け
た
る
髪
を
流
し
つ
つ
「
お
疲
れ
様
」
と
声
か
け
送
る 

山
口
　
幸
子

懐
か
し
の
昭
和
メ
ロ
デ
ィ
聞
き
な
が
ら
逢
え
ぬ
友
へ
の
賀
状
し
た
た
む 

山
根
喜
美
代

ポ
チ
袋
入
れ
る
も
楽
し
孫
の
顔
思
い
浮
か
べ
つ
心
も
こ
め
る 

亀
山
　
文
子

明
け
や
ら
ぬ
東
の
空
に
皓
々
と
師
走
八
日
の
細
き
月
あ
り 

安
藤
　
　
慧

わ
が
庭
の
紅
葉
ど
う
だ
ん
色
褪
せ
て
い
つ
の
ま
に
や
ら
冬
の
来
て
い
る 

川
島
惠
美
子

秋
明
菊
を
好
み
し
母
も
あ
ら
ず
し
て
雨
や
は
ら
か
く
花
び
ら
散
ら
す 

平
澤
ま
さ
え

ス
ケ
ー
タ
ー
羽
生
ゆ
ず
る
の
華
麗
な
る
演
技
は
吾
の
胸
高
鳴
ら
す 

稲
垣
　
武
子

寒
き
中
り
ん
と
咲
き
い
る
水
仙
の
力
の
強
さ
吾
も
も
ち
た
し 

岡
元
　
芳
子

こ
の
年
の
学
問
始
め
正
座
し
て
万
葉
集
の
巻
一
を
読
む 

杉
本
　
照
世

寒

川

俳

壇

相

模

詠

草

寒
川
俳
壇
　
年
間
最
優
秀
句
決
定

相
模
國
一
之
宮
寒
川
神
社
例
祭

第
70
回
　
奉
　
灯
　
句
　
会

　小
誌
「
相
模
」
に
四
季
折
々
の
俳
句
を
献
じ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
寒
川
俳
壇
の
年
次
総
会
が
、
3
月
26
日
に

開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
に
て
本
年
度
の
優
秀
句
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　最
優
秀
句
に
は
、
松
村
信
篤
氏
の
句
が
選
ば
れ
、

一
之
宮
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
兼
　
　題
　「風
鈴
」
二
句

　
　
　
　
　
　
　（会
費
千
円
を
添
え
て
投
句
の
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　〆
切

　5
月
20
日
必
着

（
会
費
が
添
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
受
理
し
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　宛
先
　〒
二
五
三

-

〇
一
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　寒
川
町
宮
山
一
七
一
六

-

五

飛
石
靖
利

一
、
大
会
日
時
　9
月
4
日
㈰
午
前
10
時
受
付
開
始

　
　
　
　
　
　
　場
所
　寒
川
神
社
参
集
殿
4
階

　
　
　
　
　
　
　（相
模
線
宮
山
駅
下
車
徒
歩
5
分
）

　
　
　
　
　
　
　席
題
　当
日
発
表
（
投
句
〆
切
11
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
会
当
日
の
費
用
は
不
要

一
、
表
　
　彰
　菊
花
御
紋
賞
状
の
一
之
宮
賞
以
下

　
　
　
　
　
　
　50
位
ま
で
賞
品
贈
呈

一
、
選
　
　者
　客
選
　各
地
区
先
生

　
　
　
　
　
　
　謝
選
　主
催
者
代
表

お
知
り
合
い
へ
参
加
の
お
誘
い
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

主
催
　寒 

川 

俳 

壇

一
之
宮
賞
（
年
間
最
優
秀
句
）

ピ
ア
ス
し
た

 

子
も
来
て
田
植

　
　  

始
ま
り
ぬ

松 

村 

信 

篤

ス
カ
ウ
ト
募
集
中
！

小
学
2
年
生
以
上
の
男
女

問
合
せ
…
寒
川
神
社
少
年
館

寒川神社 権禰宜　中 西 正 史

わ
だ
か
ま

か
ど

こ
ぶ

お

み

た
り

あ
く

び
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http://www.samsan.jp

初宮詣
古来より伝わる人生儀礼で神
様の御守護により、子供が
無事誕生したことの御礼と、
今後の健やかな成長を祈願
する儀式であり、出生児の
初めての神社参拝のこと
●掛着レンタル
 ￥10,000（税別）～
●お写真
　（六切り／2枚1組／1ポーズ）
 ￥13,000（税別）～

貸衣装・ヘアメイク・着付け　承ります

ブライダルフェア
総合ブライダルフェア

結婚式
寒川比古命と寒川比女命をお祀りす
る寒川神社。本殿で結婚の奉告を
した新郎・新婦は、人力車に揺られ
て挙式を行う参集殿に向かう。夫婦
神に見守られて、新しい人生の門出
を迎えよう
●神前挙式・衣裳付きプラン
 ￥390,000（税別）～

参集殿
結 婚 式・披 露 宴・初 宮 詣・
七五三詣・成人式・還暦式等
　各種お祝いのご会食。
参 拝 会 食・忘 年 会・新 年 会
同窓会・創業記念等　各種宴会

…7月10日㈰・9月11日㈰挙式当日のスタイルを再現。人力車試乗あり
…8月6日㈯年2回のビックフェア。料理・引出物・装花・会場展示あり

10時
～16時

☎0467-75-5555 FAX0467-75-5556
〒253-0106 高座郡寒川町宮山3835-1

ご予約・お問合せは

鎮守の杜
寒川神社第2駐車場南側
1階 2階

Koyo 紅葉
売店 レストラン（不定休）

こちらの料理は 4月末にて終了予定です。

そ 

ば 

処

八
福
茶
屋

レ
ス
ト
ラ
ン

あ 

お 

ば

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
と
い
う
と
、
歩
く
練
習
、

運
動
す
る
、
な
ど
を
想
像
さ
れ
る
方
は
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
本
来
は
「
全
人
間
的
復
権
」

と
い
う
概
念
で
す
。
何
か
の
原
因
で
今
ま
で
と

同
じ
生
活
が
送
れ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
、
再
び
そ
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
過
程
、

そ
の
具
体
的
行
為
全
般
を
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
専
門
職
種
の一つ
が
「
理

学
療
法
士
」
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
理
学
療
法
士
と
い
う
職
種
、
昭

和
41
年
誕
生
の
国
家
資
格
で
あ
り
ま
す
が
、
一

体
何
者
で
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
回
は

是
非
そ
れ
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
は
、
地
球
の
重
力
に
支
配
さ
れ
つ
つ
も
、

自
分
の
身
体
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
上
手
く
調
節

し
な
が
ら
、
身
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
運
動

に
は一
定
の
法
則
性
が
あ
り
ま
す
が
、
身
体
の
使

い
方
の
傾
向
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
ま
す
。
そ
し

て
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
る
運
動
機
能
障
害
が

あ
る
場
合
に
は
、
よ
り
顕
著
な
傾
向
が
現
れ
て

き
ま
す
。
理
学
療
法
士
は
そ
う
し
た
身
体
の

動
か
し
方
の
傾
向
を
、
見
て
、
触
っ
て
、
一
緒
に

動
い
て
、
共
感
す
る
こ
と
を
得
意
と
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
身
体
全
体
の
動
き
か
ら
各
関
節

の
小
さ
な
動
き
、
あ
る
い
は
身
体
を
構
成
す
る

い
ろ
い
ろ
な
部
品
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
ち
、
そ

れ
ら
を
機
能
的
に
検
査
し
、
治
療
す
る
技
術
を

具
備
し
て
い
ま
す
（
こ
れ
は
日
々
研
鑽
を
積
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
）。

院
内
で
行
っ
て
い
る
理
学
療
法
治
療
で
は
、

ま
ず
専
門
診
療
科
の
医
師
が
行
う
器
質
構
造

障
害
に
対
す
る
検
査
（
身
体
の
ど
こ
か
が
壊
れ

て
い
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
る
こ
と
）
や
診
断
を

元
に
、
症
状
と
し
て
現
れ
て
い
る
機
能
障
害
を

検
査
、
評
価
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
身
体
全
体
や
各
部
位
を
よ
く
見
る

だ
け
で
な
く
、
触
っ
た
り
、
動
か
し
た
り
、
特
に

ご
本
人
の
お
話
し
を
よ
く
伺
っ
た
り
し
ま
す
。
そ

し
て
、
医
師
の
診
断
と
理
学
療
法
士
の
検
査
・

評
価
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
患
者
さ
ん
が
持
つ

機
能
障
害
の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、適
切
な
治
療
を
選
択
し
て
行
く
わ
け
で
す
。

運
動
機
能
障
害
は
、
起
き
た
り
、
座
っ
た
り
、

手
足
を
動
か
し
た
り
、
歩
い
た
り
し
な
い
と
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
感
じ
て
、
患
者
さ
ん

の
症
状
に
共
感
で
き
る
の
が
、
理
学
療
法
士
の

強
み
と
云
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
身
体
運
動
を
専
門
と
す
る
理
学

療
法
士
で
す
の
で
、
整
形
外
科
的
な
身
体
の

痛
み
や
ケ
ガ
の
後
遺
症
、
脳
血
管
障
害
後
の
麻

痺
や
運
動
障
害
の
治
療
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

加
齢
に
よ
る
体
力
低
下
や
運
動
機
能
低
下
の

因
果
関
係
を
適
切
に
評
価
し
、
治
療
や
コン
デ
ィ

シ
ョニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
日

常
生
活
動
作
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
在
の
機

能
状
況
に
即
し
た
生
活
環
境
の
提
案
（
各
種

福
祉
機
器
や
杖
、
装
具
の
適
用
）
や
、
健
康

増
進
や
予
防
の
た
め
の
身
体
コン
デ
ィ
シ
ョニン
グ

（
現
在
、
保
険
適
用
で
な
い
た
め
病
院
で
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
）
も
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ

う
いっ
た
観
点
か
ら
、理
学
療
法
で
リ
ハビ
リ
テ
ー

シ
ョン
を
支
え
て
い
る
職
種
が
、
理
学
療
法
士
で

す
。こ

れ
か
ら
も
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
に
共

感
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

心
掛
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

病院
だより

リハビリテーション科 理学療法士 相原 忠洋
リハビリテーションと理学療法士

素朴 なぎもん !?
そ ぼ くじん じゃ

神社の

神
じんじゃ

社に入
はい

るときに作
さほう

法はあるの？ 参
さんぱいまえ

拝前に手
て

水
みず

をするのはなぜ？
誰
だれ
かの家

いえ

にお邪
じゃ ま

魔するとき、挨
あいさつ

拶もせずに中
なか

に入
はい

ることは
失
しつれい

礼ですよね。必
かなら

ず玄
げんかんさき

関先で挨
あいさつ

拶をしてから中
なか

に案
あんない

内して
いただくはずです。
それは、神

じんじゃ

社でも同
おな

じです。御
ごほ ん

本殿
でん

には神
かみさま

様がいらっしゃ
います。神

じんじゃ

社に入
はい

るということは、神
かみさま

様のお宅
たく

に入
はい

らせて
いただくということなのです。
そうすると、神

じんじゃ

社の入
い

り口
ぐち

である鳥
とり い

居は門
もん

にあたり、神
しんもん

門
は玄

げんかん

関にあたると言
い

えます。
ですから、神

じんじゃ

社に入
はい

るときは鳥
とり い

居と神
しんもん

門の前
まえ

で「お邪
じゃ ま

魔し
ます」という気

き も

持ちを込
こ

めて一
いちれい

礼してから進
すす

むようにすれ
ば、神

かみさま

様もさらに喜
よろこ

んでくださることでしょう。
大
たいせつ

切なのは「お参
まい

りをさせて頂
いただ

いている」という気
き

持
も

ちな
のです。

神
かみさま
様の前

まえ
には、「禊

みそぎ
」を行

おこな
ってからでないと進

すす
むことがで

きません。
禊
みそぎ
とは、川

かわ
や海
うみ
に入
はい
り、水

みず
で身

み
を洗
あら
い清
きよ
め、罪

つみ
や穢
けが
れを取

と

り除
のぞ
くことをいいます。つまり、身

み
も心
こころ
も清
せいじょう
浄な状

じょうたい
態にす

るということで、そうして初
はじ
めて神

かみ
様
さま
に参
おまい
りができるので

す。それだけ、神
かみさま
様が尊

とうと
い存
そんざい
在だということです。

でも、神
じんじゃ
社にお参

まい
りするたびに川

かわ
や海
うみ
には入

はい
れませんよね？

そこで「禊
みそぎ
」を簡

かんりゃくか
略化したものが手

てみず
水なのです。

皆
みな
さんも禊

みそぎ
だと思

おも
いながら手

て
を清
きよ
めてみてください。きっ

と身
み
も心
こころ
もより引

ひ
き締

し
まると思

おも
いますよ。

神社についてのなかなか聞けない素朴な疑問に、毎号少し
ずつお答えしていきます。できるだけ簡単な言葉でお答えしま
すので、ぜひお子さんと一緒にお読みください。
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年年祭歳

新連載
NY見聞録

巻頭特集

國府祭徹底解説
編
集

後
記

祝祭日には国旗を掲げましょう

突
然
で
す
が
、
1
〜
10
ま
で
数
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

次
は
、逆
か
ら
数
え
て
く
だ
さ
い
。

…
普
通
に
数
え
た
時
と
、
逆
か
ら
数
え

た
時
。「
4
」と「
7
」の
言
い
方
が
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
　
日
本
人
は
無
意
識
に
そ

う
な
る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。誰
に
教
わ
っ

た
で
も
な
い
の
に
。

英
語
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
、
数
字
の
言

い
方
は
逆
か
ら
数
え
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

日
本
語
は
不
思
議
で
面
白
く
、
そ
し
て

奥
深
く
難
し
い
。編
集
作
業
に
携
わ
り

日
々
痛
感
し
ま
す
。

（
亙
）

終
戦
記
念
日
の
8
月
15
日
、

先
の
大
戦
に
て
尊
い
命
を
捧
げ

ら
れ
た
英
霊
へ
の
慰
霊
と
世
界

の
恒
久
平
和
と
を
祈
り
相
模

薪
能
を
開
催
致
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
に
惜
し
ま
れ

つ
つ
も
解
散
し
た
職
工
奉
仕
会

の
皆
様
よ
り
、ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
奉

納
を
頂
き
、
昨
年
11
月
に
神
池

橋
脇
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、満
開
の

桜
が
ご
参
拝
の
皆
様
を
華
や
か

に
お
迎
え
致
し
ま
す
。

第
47
回

相
模
薪
能
の
ご
案
内

職
工
奉
仕
会
解
散
記
念

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
奉
納

午後5時30分開演予定平成28年8月15日㈪〔開催日〕

未定〔演目・演者〕 寒川神社境内特設能舞台〔場所〕

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な
ど
に

お
頒
け
す
る
木
札
で
す

『
木 

札
』

卯　月皐　月水無月
「4月」「5月」「6月」

発行所 ： 寒川神社社務所
〒253-0195 神奈川県高座郡寒川町宮山3916
電　　　話：0467（75）0004㈹
編集責任者：野村 尚広
印　刷　所：株式会社 さんこうどう
http://www.samukawajinjya.jp

第504号 平成28年4月1日

次号『相模505号』は
　　7月1日㈮に発行します

申
込
方
法

　鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

　年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
、左
記

　要
項
に
よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

※
7
月
1
日
以
降
の
消
印
よ
り
有
効
。 

　そ
れ
よ
り
前
の
消
印
や
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は

　無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　先
着
千
名（
一
人
一
枚
限
り
と
し
、 

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
）

申 

込 

先 

〒
二
五
三-

〇
一
九
五

 

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

 

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

お
問
合
せ 

電
話

　〇
四
六
七 

（
七
五
） 

〇
〇
〇
四

﹇
往
信
面
﹈

﹇
返
信
面
﹈

※

鑑
賞
券
の
転
売
は
固
く
禁
止
致
し
ま
す
。

253-0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

　
　
　
　 
宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

　
相
模
薪
能 
係

無
地
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

郵便番号
〇
〇
県
〇
〇
市

　
　
〇
〇
町
〇
ー
〇
ー
〇

〇
〇
〇
〇 

様

（
ご
自
身
の
住
所
・
氏
名
）

住
所 

氏
名 

年
齢

☎

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

【表紙写真説明】
さまざまのこと思い出す桜かな（松尾芭蕉）

【題字】 神社本庁 総長　田中恆清


